
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.修学旅行 1/22～26：長野スキー研修及び東京自主研修 

西土佐分校の修学旅行は 2年に 1度、1・2年生合同で実施していま 

す。初日はバスで龍馬空港まで移動し、航空機で羽田、羽田からバス 

で菅平高原宿舎へと終日移動でした。菅平高原まで行く途中（いつも 

は積雪がある場所）に殆ど雪はなく、スキーができるのか少し不安に 

感じました。スキー研修初日、最初の一時間ほどは雨が降っていまし 

たが、その後は、インストラクター指導のもと、全員が 2日間のスキ 

ー研修を予定どおりに終えることができました。4日目の東京自主研 

修は、事前に生徒が行きたい場所と道程を調べ、グループに分かれて 

午後にホテルを出発しました。普段使うことのない交通機関や人の多 

さに圧倒され、計画通りにいかなかった班もあったようですが、定め 

られた時間までには全員がホテルのロビーに到着でき、貴重な経験を 

積むことができました。この 4泊 5日の修学旅行は、何事(病気、怪我 

等)もなく楽しい修学旅行となりました。 

 

    
 

 

２.開かれた学校づくり推進委員会 2月 6日（木） 

令和元年度の「開かれた学校づくり推進委員会」を地域代表委員 16名、教職員 10名、生徒会・ラポール

代表生徒が集まり「開かれた学校づくり推進委員会」を分校図書室で開催しました。校長あいさつ後、自己

紹介、学校より現状、学校評価アンケート（県オリジナルアンケート含めて）集約、生徒会活動、ラポール

の活動の報告をし、質疑応答・意見交換を行いました。良いところ（褒めていただくこと）もたくさんあり

ましたが、分校の課題についてのご意見もいただきました。課題については、生徒会、教職員で話し合いを

必要とする問題等もありましたので、今後時間をかけて結論をだしていきたいと考えています。また、分校

の存続については、今後も学校運営協議会のメンバーを中心に、地域の方にも、ご意見・ご協力をいただき

たいと考えていますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

３.防災学習 2月 7日（金） 

自衛隊高知地方協力本部四万十地域事務所、柿葉十四郎所長を講師にお迎えし、災害、防災についての理

解をより一層深めるという目的で防災授業を行いました。柿葉所長は、実際に震災活動にも多く関わってお

り、その経験や体験を通して防災の知識や行動を生徒に分かりやすく丁寧に講話をしていただき、とても良

い学習となりました。 
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